
南口

JR中
央線

至名古屋

至多治見

P

P

P

P

PP

交番

かちがわ
北病院

三菱
UFJ銀行

ナフコ
不二屋

ルネック

徒歩

201

北口

勝川駅

勝川駅前東

勝川駅前

勝川町六丁目

MAYパーク
勝川（358台）

MAYパーク
プラザ第3（35台）

MAYパーク
プラザ第2（21台）

MAYパーク
プラザ第1（11台）

市営勝川駅前
地下駐車場

ホテルプラザ勝川

お車

名
古
屋
第
二
環
状
自
動
車
道

県営名古屋空港

ナゴヤドーム

至中部国際空港
　（セントレア）

名古屋駅

金山駅

大曽根駅

勝川I.C

春日井I.C

名古屋I.C

小牧I.C 小牧JCT

小牧東I.C

勝川駅

春日井駅

高蔵寺駅

中央自動車道

東
名
高
速
道
路

29

19

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。http://www.mitsuchi.co.jp/

株主総会会場のご案内
2019年９月26日（木曜日） 午前10時

●名古屋第二環状自動車道勝川I.Cより約５分
●東名高速道路春日井I.Cより約13分

日 時

お車をご利用の場合 電車をご利用の場合

ホテルプラザ勝川 ２階 さくらの間　JR中央線勝川駅前（北口）
愛知県春日井市松新町１丁目５番地　電話：0568－36－2311

会 場

■ 交通のご案内

契約駐車場（市営勝川駅前地下駐車場又はMAYパーク駐
車場）をご利用下さい。

約17分

JR中央線

下車すぐ

北　口
名古屋駅 勝川駅 会　場
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証券コード 3439
2019年９月10日

株 主 各 位
愛知県春日井市牛山町1203番地
株式会社 三 ツ 知
代表取締役社長 中村和志

　
第57期定時株主総会招集ご通知

　
拝啓 平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。
　さて、当社第57期定時株主総会を下記により開催いたしますのでご出席くださいますようご
通知申し上げます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、書面により議決権を行使することができますので、お手数
ながら後記の株主総会参考書類をご検討くださいまして、同封の議決権行使書用紙に賛否をご表
示いただき、2019年９月25日（水曜日）午後５時30分までに到着するようご送付いただきた
くお願い申し上げます。

敬 具
　

記
　
１. 日 時 2019年９月26日（木曜日）午前10時
２. 場 所 愛知県春日井市松新町１丁目５番地

ホテルプラザ勝川２階 さくらの間
３. 目 的 事 項
報告事項 １．第57期（2018年７月１日から2019年６月30日まで）事業報告、連結計

算書類の内容並びに会計監査人及び監査等委員会の連結計算書類監査結果
報告の件

２．第57期（2018年７月１日から2019年６月30日まで）計算書類の内容報
告の件

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2019年08月27日 20時26分 $FOLDER; 1ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）
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決議事項
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 取締役（監査等委員であるものを除く。）５名選任の件
第３号議案 監査等委員である取締役３名選任の件
第４号議案 役員賞与支給の件
第５号議案 退任取締役に対し退職慰労金贈呈の件

以 上
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
◎ 当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出下さいますようお願い申し上
げます。
◎ 本招集ご通知に際して提供すべき書類のうち、下記①～④の書類につきましては、法令および当社定款第15
条の規定に基づき、インターネット上の当社ウェブサイトに掲載しておりますので、本添付書類には記載して
おりません。
① 連結株主資本等変動計算書
② 連結注記表
③ 株主資本等変動計算書
④ 個別注記表
◎ 本添付書類は、監査等委員会または会計監査人が監査報告を作成するに際して監査をした事業報告、計算書
類および連結計算書類の一部であります。
◎ 招集ご通知添付書類並びに株主総会参考書類の記載事項を修正する必要が生じた場合は、修正後の事項をイ
ンターネット上の当社ウェブサイト（http://www.mitsuchi.co.jp/）に掲載させていただきますので、ご了
承ください。

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2019年08月27日 20時26分 $FOLDER; 2ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）
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株主総会にご出席いただく場合

株主総会にご出席いただけない場合

　

議決権行使についてのご案内

株主総会
開催日時 2019年９月26日（木曜日）午前10時

同封の議決権行使書用紙を会場受付へご提出ください。

郵送による議決権行使

行使期限 2019年９月25日（水曜日）午後５時30分到着分まで

同封の議決権行使書用紙に賛否をご表示いただき、上記行使期限までに到着す
るようご返送ください。
なお、同封の記載面保護シールをご利用ください。

　

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2019年08月27日 20時26分 $FOLDER; 3ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）
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株主総会参考書類
　
議案及び参考事項
第１号議案 　剰余金の処分の件

当期の期末配当につきましては、経営体質の強化と今後の事業展開等を勘案し、内部留保
にも意を用い、次のとおりとさせていただきたいと存じます。内部留保金につきましては、
企業価値向上のための投資等に活用し、将来の事業展開を通じて株主の皆様に還元させてい
ただく所存であります。

１．期末配当に関する事項
（１）配当財産の種類 金銭
（２）株主に対する配当財産の割当てに関する事項及びその総額

当社普通株式１株につき金35円 総額 88,603,095円
（３）剰余金の配当が効力を生じる日 2019年９月27日

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2019年08月27日 20時26分 $FOLDER; 4ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）
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再任

第２号議案 　取締役（監査等委員であるものを除く。）５名選任の件
取締役（監査等委員であるものを除く。）全員（６名）は、本総会終結の時をもって任期
満了となります。つきましては、コーポレートガバナンスを取り巻く環境変化への対応強化
及び迅速な意思決定を行うため、１名減員して取締役５名の選任をお願いするものでありま
す。
なお、本議案に関しましては、監査等委員会におきまして審議がなされましたが、特段指

摘すべき点はないとの意見を得ています。
取締役候補者は、次のとおりであります。

　

1 .
なかむら かず し

中村 和志 　

（1960年１月12日生） 所有する当社の株式数 500株
　
● 略歴、地位及び担当
1978年10月 松下冷機株式会社入社
2006年10月 堀越精機株式会社入社
2007年11月 当社入社
2009年４月 Thai Mitchi Corporation Ltd.出向、副社長
2014年４月 同社取締役社長
2018年１月 当社上席執行役員
2018年９月 当社代表取締役社長（現在に至る）

● 取締役候補者とした理由
　中村和志氏は、長年にわたり工場経営に携わり、当社代表取締役社長及び海外子会社社長としての会社経営の
経験を有しております。これまでの豊富な業務経験と幅広い見識を当社の経営に反映いただくため、取締役候補
者として選任をお願いするものであります。

● 特別の利害関係
　取締役候補者 中村和志氏と当社との間に特別の利害関係はありません。
　

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2019年08月27日 20時26分 $FOLDER; 5ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）
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再任2 .
むらこし やすゆき

村越 康幸 　

（1961年11月８日生） 所有する当社の株式数 8,205株
　
● 略歴、地位及び担当
1985年４月 当社入社
1998年４月 当社品質管理部品質管理課長
2006年１月 当社管理部次長兼総務課長
2006年９月 当社総務部次長兼総務課長
2012年９月 株式会社三ツ知製作所代表取締役社長
2015年９月 当社総務部長
2017年９月 当社取締役総務部長（現在に至る）

● 取締役候補者とした理由
　村越康幸氏は、当社において長年にわたり品質管理及び総務・人事業務に携わり、当社取締役及び国内子会社
社長としての会社経営の経験を有しております。これまでの豊富な業務経験と幅広い見識を当社の経営に反映い
ただくため、取締役候補者として選任をお願いするものであります。

● 特別の利害関係
　取締役候補者 村越康幸氏と当社との間に特別の利害関係はありません。

（注）所有する当社の株式数には役員持株会での持分も含めて記載しております。

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2019年08月27日 20時26分 $FOLDER; 6ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）
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再任3 .
もりもと としかず

森本 俊一 　

（1960年11月11日生） 所有する当社の株式数 375株
　
● 略歴、地位及び担当
1984年１月 株式会社三ツ知製作所入社
2007年１月 同社生産技術部生産技術課課長
2015年７月 同社生産技術部次長
2017年７月 同社生産技術部部長
2017年９月 同社代表取締役社長（現在に至る）
2018年９月 当社取締役（現在に至る）

● 取締役候補者とした理由
　森本俊一氏は、当社の子会社にて長年にわたり生産技術業務に携わり、当社取締役及び国内子会社社長として
の会社経営の経験を有しております。これまでの豊富な業務経験と幅広い見識を当社の経営に反映していただく
ため、取締役候補者として選任をお願いするものであります。

● 特別の利害関係
　取締役候補者 森本俊一氏は株式会社三ツ知製作所の代表取締役であり、同社は当社の子会社であり、当社と
同社の間に部品及び製品等の取引関係があります。

（注）所有する当社の株式数には役員持株会での持分も含めて記載しております。

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2019年08月27日 20時26分 $FOLDER; 7ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）
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再任4 .
わたなべ まどか

渡辺 圓 　

（1958年６月７日生） 所有する当社の株式数 400株
　
● 略歴、地位及び担当
1982年３月 東海ＴＲＷ株式会社（現ゼット・エフ・ジャパン株式会社）入社
2009年３月 同社技術課長
2011年12月 株式会社三ツ知春日井入社、技術課長
2012年５月 同社品質技術部長
2016年９月 同社取締役工場長
2018年９月 当社取締役
2019年７月 当社取締役工場長兼製造部長（現在に至る）

● 取締役候補者とした理由
　渡辺 圓氏は、長年にわたり生産技術業務に携わり、当社取締役及び国内子会社の取締役としての工場経営、
会社経営の経験を有しております。これまでの豊富な業務経験と幅広い見識を当社の経営に反映いただくため、
取締役候補者として選任をお願いするものであります。

● 特別の利害関係
　取締役候補者 渡辺 圓氏と当社との間に特別の利害関係はありません。
　

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2019年08月27日 20時26分 $FOLDER; 8ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）
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新任5 .
たか ぎ りゅう いち

高木 隆一 　

（1962年２月24日生） 所有する当社の株式数 7,780株
　
● 略歴、地位及び担当
1984年４月 当社入社
1998年４月 当社生産管理部生産管理課長
2006年４月 当社営業部次長
2008年４月 当社営業部長兼営業一課長
2009年９月 当社取締役営業部長兼営業一課長
2011年２月 当社取締役営業部長兼海外営業部長
2012年９月 当社取締役営業部長
2015年９月 当社上席執行役員営業部長
2016年１月 Mitsuchi Corporation of America取締役社長
2019年４月 当社上席執行役員（現在に至る）

● 取締役候補者とした理由
　高木隆一氏は、当社において長年にわたり営業及び生産管理に携わり、当社取締役及び上席執行役員並びに海
外子会社社長としての会社経営の経験を有しております。これまでの豊富な業務経験と幅広い見識を当社の経営
に反映いただくため、新任の取締役候補者として選任をお願いするものであります。

● 特別の利害関係
　取締役候補者 高木隆一氏と当社との間に特別の利害関係はありません。

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2019年08月27日 20時26分 $FOLDER; 9ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）
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再任 社外

第３号議案 　監査等委員である取締役３名選任の件
監査等委員である取締役全員（３名）は、本総会終結の時をもって任期満了となりますの
で、監査等委員である取締役３名の選任をお願いするものであります。
なお、本議案につきましては、監査等委員会の同意を得ております。
監査等委員である取締役の候補者は、次のとおりであります。

　

1 .
つつみ やすひさ

堤 泰久 　

（1957年３月３日生） 所有する当社の株式数 －株
　
● 略歴、地位及び担当
1981年４月 シロキ工業株式会社入社
2008年６月 同社取締役
2012年６月 同社執行役員
2013年６月 同社常務取締役
2015年６月 同社代表取締役専務
2015年９月 当社取締役（監査等委員）（現在に至る）
2016年６月 シロキ工業株式会社取締役専務執行役員
2018年４月 シロキ工業株式会社取締役専務役員（現在に至る）

● 重要な兼職の状況
　シロキ工業株式会社 取締役専務役員

● 社外取締役候補者とした理由
　堤 泰久氏は、シロキ工業株式会社の取締役専務役員であり、企業経営者としての豊富な経験、幅広い知見を
有し、経営全般の監査・監督と客観的な立場から有効な助言を行っております。これらの実績により監査等委員
である社外取締役として適任であると考え、選任をお願いするものであります。また、同氏が社外取締役（監査
等委員）に就任してからの年数は、本総会終結の時をもって４年であります。

● 特別の利害関係
　監査等委員である取締役候補者 堤 泰久氏はシロキ工業株式会社の取締役専務役員であり、当社は同社と製
品等の取引関係があります。
　
（注）当社と堤 泰久氏との間では、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償

責任を限定する契約を締結しており、賠償責任の限度額は、法令が規定する額としております。また、
同氏の再任が承認された場合、当社は当該責任限定契約を継続する予定であります。
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新任2 .
いしぐろ まさる

石黒 勝 　

（1959年４月14日生） 所有する当社の株式数 12,000株
　
● 略歴、地位及び担当
1982年４月 シロキ工業株式会社入社
2001年10月 当社出向
2002年９月 当社取締役
2002年10月 当社入社
2003年９月 当社常務取締役営業本部長兼営業部長
2003年９月 株式会社三ツ知部品工業代表取締役社長
2006年10月 当社常務取締役調達部長
2009年９月 株式会社三ツ知製作所代表取締役社長
2012年９月 Thai Mitchi Corporation Ltd.取締役社長
2014年４月 当社常務取締役兼品質管理部長
2014年９月 当社専務取締役兼品質管理部長
2015年９月 当社専務取締役兼海外営業部長
2016年９月 当社取締役相談役（現在に至る）

● 取締役候補者とした理由
　石黒 勝氏は、当社の取締役として長年にわたり営業、調達、品質等に携わり、国内及び海外子会社社長とし
ての会社経営の経験を有しております。これまでの豊富な業務経験と幅広い見識に基づき、経営全般の監視と有
効な助言を得るべく、新任の監査等委員である取締役候補者として選任をお願いするものであります。

● 特別の利害関係
　監査等委員である取締役候補者 石黒 勝氏と当社との間に特別の利害関係はありません。
　
（注）当社と石黒 勝氏との間では、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償

責任を限定する契約を締結する予定であり、賠償責任の限度額は、法令が規定する額といたします。
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新任 社外 独立3 .
とう の しげゆき

東野 繁幸 　

（1950年５月８日生） 所有する当社の株式数 －株
　
● 略歴、地位及び担当
1969年４月 公認会計士伊藤寛事務所入所
1975年12月 税理士登録
1978年４月 東野繁幸税理士事務所所長（現在に至る）

● 重要な兼職の状況
　東野繁幸税理士事務所 所長

● 社外取締役候補者とした理由
　東野繁幸氏は、企業経営に直接関与したことはありませんが、税理士として培われた豊富な知識・経験等に基
づき、監査等委員として経営全般の監視と有効な助言を得るべく、新任の監査等委員である社外取締役候補者と
して選任をお願いするものであります。

● 特別の利害関係
　監査等委員である取締役候補者 東野繁幸氏と当社との間に特別の利害関係はありません。
　
（注）１．株式会社東京証券取引所及び株式会社名古屋証券取引所の定めに基づく独立役員の候補者でありま

す。
２．当社と東野繁幸氏との間で、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償
責任を限定する契約を締結する予定であり、賠償責任の限度額は、法令が規定する額といたします。
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第４号議案 　役員賞与支給の件
当期の期末時点の取締役（監査等委員であるものを除く。）６名に対し、当期の業績等を

勘案して役員賞与13,985千円を支給することといたしたいと存じます。
なお、各取締役に対する金額は、取締役会にご一任願いたいと存じます。
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第５号議案　 退任取締役に対し退職慰労金贈呈の件
本総会終結の時をもって任期満了により取締役（監査等委員であるものを除く。）を退任
されます村瀬修氏及び石黒勝氏、監査等委員である取締役を退任されます大西義弘氏及び山
口靖雄氏に対し、その在任中の労に報いるため、当社所定の基準に従い退職慰労金
165,879千円（退任取締役（監査等委員であるものを除く。）163,665千円、退任監査等委
員である取締役2,214千円）を贈呈することとし、各取締役に対する金額、贈呈の時期、方
法等については、取締役（監査等委員であるものを除く。）在任期間分は取締役会に、監査
等委員である取締役在任期間分は監査等委員である取締役の協議にご一任願いたいと存じま
す。
退任取締役の略歴は、次のとおりであります。
氏 名 略 歴

村
むら
　瀬

せ
　 修

おさむ

1981年２月 当社取締役

1984年９月 当社常務取締役

1994年９月 当社専務取締役

2003年９月 当社取締役副社長

2007年９月 当社代表取締役副社長

2008年４月 当社代表取締役社長

2016年９月 当社代表取締役会長（現在に至る）

石
いし
　黒
ぐろ
　 勝

まさる

2002年９月 当社取締役

2003年９月 当社常務取締役

2014年９月 当社専務取締役

2016年９月 当社取締役相談役（現在に至る）

大
おお
　西
にし
　義
よし
　弘
ひろ

2015年９月 当社取締役（監査等委員）（現在に至る）

山
やま
　口
ぐち
　靖
やす
　雄

お 2014年９月 当社監査役

2015年９月 当社取締役（監査等委員）（現在に至る）

以 上
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（添付書類）
事 業 報 告

　

（2018
2019

年
年
７
６
月
月
１
30
日から
日まで）

　

１．企業集団の現況に関する事項
（1）事業の経過及びその成果

当連結会計年度におけるわが国経済は、堅調な企業収益や雇用環境の改善等を背景に、緩
やかな回復基調が持続しているものの、米国及び中国の貿易摩擦や英国のＥＵ離脱を巡る混
乱による影響、及び中国を中心としたアジア諸国の成長鈍化等により、景気の先行きは不透
明な状況となっております。
当社グループの主要得意先であります自動車部品業界におきましては、自然災害の影響に
よる自動車メーカーの生産調整や、中国における景気減速の影響を受けましたが、国内・海
外共に堅調に推移いたしました。
このような経営環境の中、当社グループでは経営理念であります「絶えざる技術革新」と

「ニーズを先取りした製品」の「スピードある提供」を通じ、お客様の「揺るぎない信頼の
もとグローバル企業」を実現するために、中期経営計画の３年目として、2018年９月に就
任した新社長を中心に、営業・製造・管理部門が一体となって、対処すべき課題の解消及び
中期経営計画の達成に取り組んでまいりました。
この結果、当連結会計年度における当社グループの売上高につきましては、すべてのセグ
メントで堅調に推移し、売上高は145億67百万円(前年同期比2.8％増)となりました。一方
利益面につきましては、合併に伴う費用の増加等もありましたが、増収による売上総利益の
増加等により、営業利益は５億85百万円(前年同期比6.6％増)、経常利益は６億68百万円
(前年同期比8.9％増)となりました。また、親会社株主に帰属する当期純利益は、前期に特
別利益として旧本社不動産売却による固定資産売却益２億38百万円の計上があったため、
４億72百万円(前年同期比33.8%減)となりました。
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セグメントごとの業績は次のとおりであります。
〔日本〕
海外向け受注の増加及び新規受注品の増加等により、売上高は121億20百万円(前年

同期比2.9％増)となりました。利益面につきましても、鋼材価格の値上げの影響によ
る製造原価の増加等もありましたが、増収の効果により営業利益は３億56百万円(前年
同期比11.6％増）となりました。
〔米国〕
受注は堅調に推移し、売上高は12億97百万円(前年同期比0.1％増)となりました。

利益面につきましては、関税増税による鋼材値上げ、及び諸経費増加等により、営業
利益は46百万円(前年同期比29.6％減)となりました。
〔タイ〕
米国向け輸出の増加及び国内受注の増加等により、売上高は23億円(前年同期比9.9

％増)となりました。利益面につきましても、増収要因により、営業利益は１億67百万
円(前年同期比22.5％増)となりました。
〔中国〕
得意先からの受注の増加等により、売上高は４億63百万円(前年同期比5.0％増)とな
りました。利益面につきましては、売上原価の増加、及び諸経費の増加等により、営
業利益は０百万円(前年同期比90.7％減）となりました。

　
（2）設備投資等の状況

当連結会計年度において実施した設備投資の総額は、６億33百万円となりました。その
主なものといたしましては、株式会社三ツ知製作所、及び株式会社三ツ知春日井における機
械設備の増設、株式会社三ツ知、及び株式会社三ツ知春日井における工具・器具備品等に対
する設備投資であります。

　
（3）資金調達の状況

金融機関より長期借入金として６億76百万円の資金調達を行いました。
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（4）財産及び損益の状況
　

区 分 第54期
2016年６月期

第55期
2017年６月期

第56期
2018年６月期

第57期
（当連結会計年度）
2019年６月期

売 上 高（千円） 13,380,939 13,440,253 14,174,087 14,567,549
経 常 利 益（千円） 621,045 668,387 614,085 668,845
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 又 は
親会社株主に帰属する
当 期 純 損 失 ( △ )

（千円） △24,916 516,448 714,517 472,715

１株当たり当期純利益又は
１株当たり当期純損失(△) （円） △9.84 203.99 282.24 186.73

総 資 産 額（千円） 14,824,965 15,394,604 15,408,639 15,535,607
純 資 産 額（千円） 7,098,879 7,582,526 8,119,643 8,468,231
１株当たり純資産額 （円） 2,803.92 2,995.17 3,207.34 3,345.12

　

（注）１．１株当たり当期純利益又は当期純損失は、期中平均発行済株式数に基づき算出しております。
２．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）を第57期
の期末から適用しており、第56期に係る総資産額については、当該会計基準を遡って適用した後の
数値を記載しております。

３．2016年６月期は、日本及びタイにおける生産の減少等により減収となり、本社移転の意思決定によ
る不動産に対する減損損失を計上したため、親会社株主に帰属する当期純損失を計上いたしました。

４．2017年６月期は、品質関連コストの増加等がありましたが、日本及び北米の受注の増加等により、
増収増益となりました。

５．2018年６月期は、全てのセグメントで堅調に推移し、旧本社不動産売却による固定資産売却益の計
上等により、増収増益となりました。

６．2019年６月期の状況につきましては、「事業の経過及びその成果」に記載のとおりであります。
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（5）対処すべき課題
当社グループの主要得意先であります自動車部品業界におきましては、

「CASE(Connected,Autonomous,Shared/Service,Electric)」 や 「MaaS(Mobility as a
Service)」の急速な進展を背景に、国内外を問わず様々な異業種企業の参入により、自動車
業界は「100年に一度の大変革期」を迎えております。
このような経営環境の中で、当社グループは得意先様のニーズに応えるべく、優れた製品

を供給するため、技術開発研究による開発力強化をはじめ、国内外拠点の最適化及び管理態
勢の強化も含めたグローバル展開を進めつつ、事業強化の実現に向けて、以下の項目を重点
的実施事項として「品良く稼ぐ力の強化」に取り組んでまいります。
①コーポレートガバナンス体制
経営の効率性と公平性・透明性を維持し、コーポレートガバナンスに積極的かつ確実に取
り組み、持続可能な成長と企業価値の向上に努めます。
②技術開発力で技術競争に打ち勝つ体制の構築
得意先様の多様な技術・高品質へのニーズとコスト削減の提案を実現するために果敢に挑
戦し安定的かつ継続的な提供に努めます。
③国内外グループで最適地での最適設備による高付加価値生産体制への選択と集中
米国を中心とした保護主義政策が拡大する中、外部環境に影響されない最適地生産と最適
設備へのシフトを行い、得意先様にお応えするコスト競争力・リードタイム短縮に取り組
みます。

④働き方改革で国内の収益力の強化
合併後の更なる制度・業務の一元化を徹底的に推進し、業務のデジタル化による業務効率
の向上を図り、働き方改革による従業員一人ひとりの人生の豊かさの実現を目指します。
⑤海外子会社の現地化及びそれをささえるグローバル人財の確保・育成
輸出入での高関税対策で現調化が拡大していくのを見据え、海外子会社の収益力向上を目
的に、現地化を推進するとともに、グローバルでマネジメント・コントロールも出来る人
財の確保・育成に取り組みます。

　
株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申し

上げます。
　

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2019年08月27日 20時26分 $FOLDER; 18ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）



― 19 ―

（6）重要な親会社及び子会社の状況
① 親会社との関係
　該当事項はありません。
② 重要な子会社の状況

　

会 社 名 資 本 金 当社の出資比率 主要な事業内容

株 式 会 社 三 ツ 知 製 作 所 10,000千円 100.0％ 自動車部品、自動車カスタム
ファスナーの製造、販売

株 式 会 社 三 ツ 知 部 品 工 業 10,000千円 100.0％ 自動車部品の製造、販売

株 式 会 社 三 ツ 知 春 日 井 50,000千円 100.0％ 自動車部品、自動車カスタム
ファスナーの製造、販売

Thai Mitchi Corporation Ltd. 100,000千THB 100.0％
自動車部品、自動車用カスタム
ファスナー、家電部品の製造、
販売

Mitsuchi Corporation of America 5,037千US$ 100.0％ 自動車部品、自動車用カスタム
ファスナーの製造、販売

三之知通用零部件(蘇州)有限公司 6,400千US$ 100.0％ 自動車部品、自動車用カスタム
ファスナーの製造、販売

　

（注）１．当社の出資比率につきましては、間接保有を含む出資比率で記載しております。
２．当社は、2019年７月１日を効力発生日として株式会社三ツ知春日井を吸収合併いたしました。

　
（7）主要な事業内容

当社グループは自動車部品の製造、販売及びその輸出入とこれに関する一切の事業を行っ
ております。

　
（8）主要な営業所及び工場
① 当社

　

名 称 所 在 地
本 社 愛知県春日井市牛山町1203番地
東 京 営 業 所 横浜市港北区
広 島 営 業 所 広島市南区
穴 田 工 場 愛知県瀬戸市
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② 子会社
　

名 称 所 在 地
株 式 会 社 三 ツ 知 製 作 所 三重県松阪市
株 式 会 社 三 ツ 知 部 品 工 業 愛知県春日井市
株 式 会 社 三 ツ 知 春 日 井 愛知県春日井市
Ｔｈａｉ Ｍｉｔｃｈｉ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ Ｌｔｄ. タイ国パトムタニ県
Ｍｉｔｓｕｃｈｉ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ ｏｆ Ａｍｅｒｉｃａ 米国テネシー州
三之知通用零部件（蘇州）有限公司 中国江蘇省
（注） 当社は、2019年７月１日を効力発生日として株式会社三ツ知春日井を吸収合併いたしました。

（9）従業員の状況
企業集団の従業員の状況

　

従 業 員 数 前連結会計年度末比増減
480名 21名増加

　

（注）１．従業員数は就業人員数（当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から
当社グループへの出向者を含む。）であります。

２．上記従業員数には、臨時従業員（パートタイマー・アルバイト及び派遣社員の期中平均雇用人員
268名）は含んでおりません。

　
（10）主要な借入先

　

借 入 先 借 入 金 残 高
株 式 会 社 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 1,238,026千円
株 式 会 社 商 工 組 合 中 央 金 庫 646,380千円
株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 442,444千円
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２．会社の株式に関する事項
（1）発行可能株式総数 8,000,000株
（2）発行済株式の総数 2,531,517株 （自己株式120,503株を除く）
（3）株主数 515名
（4）大株主（上位10名）

　

株 主 名 持株数 持株比率
株 ％

野田 純一 440,020 17.38
名古屋中小企業投資育成株式会社 400,000 15.80
シロキ工業株式会社 200,000 7.90
松井証券株式会社 132,900 5.24
箕浦 幹彦 98,700 3.89
村瀬 昭三 72,000 2.84
村瀬 智子 70,000 2.76
村瀬 修 60,580 2.39
田中 訓江 56,660 2.23
中川 紀代枝 53,380 2.10

　

（注） 持株比率に関しては、自己株式（120,503株）を控除して算出しております。
　
３．会社の新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。
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４．会社役員に関する事項
（1）取締役の状況

　

地 位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況
代表取締役会長 村 瀬 修
代表取締役社長 中 村 和 志 株式会社三ツ知春日井 代表取締役社長
取 締 役 相 談 役 石 黒 勝
取 締 役 村 越 康 幸 総務部長
取 締 役 森 本 俊 一 株式会社三ツ知製作所 代表取締役社長
取 締 役 渡 辺 圓

取締役(監査等委員) 大 西 義 弘
株式会社三ツ知製作所 監査役
株式会社三ツ知部品工業 監査役
株式会社三ツ知春日井 監査役

取締役(監査等委員) 堤 泰 久 シロキ工業株式会社 取締役専務役員
取締役(監査等委員) 山 口 靖 雄 株式会社投資育成総合研究所 取締役社長

　

（注）１．重要な会議への出席や内部監査室との綿密な連携を図ることにより、監査等委員会による監査の実
効性を高めるため、大西義弘氏を常勤の監査等委員に選定しております。

２．取締役 大西義弘氏は、金融機関出身者で、財務及び会計に関する相当程度の知見を有しておりま
す。

３．取締役 堤泰久氏及び山口靖雄氏は、社外取締役であります。
４．当社は、取締役 山口靖雄氏を株式会社東京証券取引所及び株式会社名古屋証券取引所の定めに基づ
く独立役員として指定し、届け出ております。

５．取締役 中村和志氏及び森本俊一氏並びに渡辺 圓氏は、2018年９月27日開催の第56期定時株主総
会において、新たに取締役に選任され、就任いたしました。

６．取締役 荒木直人氏及び樋口哲也氏並びに浅井好彦氏は、2018年９月27日開催の第56期定時株主総
会をもって退任いたしました。

７．責任限定契約の内容の概要
当社は、監査等委員である取締役全員との間で、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第
423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しており、賠償責任の限度額は、法令が規定す
る額としております。
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（2）取締役の報酬等の額
（単位：千円）

　

区 分 支給人員 報酬等の総額

取 締 役（監査等委員を除く） ９名 128,704

取 締 役（監査等委員）
（うち社外取締役）

３名
（２名）

11,828
（2,400）

合 計 12名 140,532
　

（注）１．上記金額には、第57期定時株主総会において決議予定の役員賞与13,985千円（取締役（監査等委員
を除く）分13,985千円）を含めております。

２．上記金額には、役員退職慰労引当金繰入額7,622千円（取締役（監査等委員を除く）7,359千円、取
締役（監査等委員）263千円）を含めております。

３．上記金額には、子会社との兼務役員に対する報酬のうち子会社が実質的に負担した金額を以下のと
おり含めております。
取締役 ８名 33,454千円

４．取締役（監査等委員を除く）の報酬限度額は、2015年９月29日開催の第53期定時株主総会におい
て年額240,000千円以内（ただし、使用人兼務役員の使用人分給与及び賞与は含まない。）と決議い
ただいております。

５．取締役（監査等委員）の報酬限度額は、2015年９月29日開催の第53期定時株主総会において年額
30,000千円以内と決議いただいております。

　
（3）社外役員に関する事項

　

社外役員の主な活動状況
　

区 分 氏 名 主 な 活 動 状 況

社外取締役
（監査等委員）

堤 泰 久
当事業年度に開催された取締役会12回のうち８回、監査等委員会９
回のうち８回に出席いたしました。主に企業経営者としての豊富な経
験と幅広い知見からの発言を適宜行っております。

山 口 靖 雄
当事業年度に開催された取締役会12回のうち12回、監査等委員会９
回のうち９回に出席いたしました。主に財務及び会計並びに経営全般
についての発言を適宜行っております。
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５．会計監査人の状況
（1）会計監査人の名称

有限責任監査法人トーマツ
　
（2）当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
① 当事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額 30,000千円
② 当社及び当社の子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の
財産上の利益の合計額 39,700千円
注１．当社監査等委員会は、日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実務指針」を

踏まえ、監査内容、業務遂行状況、報酬見積りの算出根拠及び同業他社水準等を確認し、検討
した結果、会計監査人の報酬等につき、会社法第399条第１項の同意を行っております。

２．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく
監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できないため、当事業年度に
係る報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

３．当社の重要な子会社のうち、在外連結子会社は、当社の会計監査人以外の監査法人等の監査を
受けております。

　
（3）非監査業務の内容

当社は、会計監査人に対して、国内事業の再構築に向けたアドバイザリーサービス業務に
係る対価を支払っております。

　
（4）会計監査人の解任又は不再任の決定の方針

監査等委員会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断し
た場合は、株主総会に提出する会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定いた
します。
また、監査等委員会は会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると

認められる場合は、監査等委員全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。
　
６．業務の適正を確保するための体制
当社は、会社法及び会社法施行規則に基づき、取締役の職務の執行が法令及び定款に適合す
ることを確保するための体制、その他業務の適正を確保するための体制として当社が取締役会
において決議した事項は、次のとおりであります。

　
（1）監査等委員会の職務を補助すべき取締役及び使用人に関する事項
① 監査等委員会の職務を補助すべき使用人の設置が求められた場合は、必要に応じて職務
を補助する使用人を置くこととする。

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2019年08月27日 20時26分 $FOLDER; 24ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）



― 25 ―

② その場合、当該使用人の任命、異動は監査等委員会の同意を得て実施し、当該使用人に
対する指揮命令、人事考課は監査等委員が行う。

（2）前号の取締役及び使用人の当社の取締役（当該取締役及び監査等委員である取締役を除
く。）からの独立性に関する事項、及び当該使用人に対する指示の実効性の確保に関する
事項
監査等委員会はその職務を補助するため任命された使用人に対し、必要な事項を命令す
ることができるものとし、監査等委員会よりその業務に必要な命令を受けた使用人は、
その命令に関して、監査等委員以外の取締役の指揮命令を受けないものとする。

　
（3）取締役（監査等委員であるものを除く。）及び使用人が当社の監査等委員会に報告するた

めの体制
① 常勤監査等委員は、取締役会以外に、経営会議やグループ会議などの重要会議への出席
を通じて、当社及び子会社に関する業務の執行状況の報告を受ける。

② 当社グループの役職員は、監査等委員会の要請に応じて必要な報告及び情報提供を行う
とともに、当社又は子会社に経営上重大な影響を及ぼす恐れのある事象やその他著しい
被害を及ぼす恐れがある事象が発生した場合には、遅滞なく監査等委員会に報告する。

③ 内部監査部門である社長直属の内部監査室は、内部監査規程に基づき、当社及び子会社
に対する内部監査を行い、その結果を定期的に監査等委員会に報告する。

④ 内部通報制度の担当部署は、内部通報の状況について定期的に監査等委員会に報告す
る。

　
（4）監査等委員会へ報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けない

ことを確保するための体制
当社は、監査等委員会へ報告を行った当社グループの役職員に対し、当該報告をしたこ
とを理由として不利な取り扱いをすることを禁止し、その旨を当社グループの役職員に
周知徹底している。

　

（5）当社の監査等委員の職務の執行（監査等委員会の職務の執行に関するものに限る。）につ
いて生ずる費用の前払又は償還の手続その他の当該職務の執行について生ずる費用又は債
務の処理に係る方針に関する事項
当社は監査等委員からその職務の執行について生ずる費用の前払いまたは償還の請求が
あった場合は、当該請求に係る費用等が職務執行に必要ないと認められた場合を除き、
速やかに処理をする。

　
（6）その他当社の監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制
① 監査等委員会は、代表取締役と定期会合を持ち、相互の意見交換を行う。
② 監査等委員会は、内部監査室との連携及び情報交換を行う。
③ 監査等委員会は、会計監査人との情報交換を通じて、連携を図る。
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（7）当社及び子会社の取締役、使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保する
ための体制
① 当社は、当社グループ役職員の行動・判断基準とするべく経営理念、コンプライアンス
ガイドラインを定めるとともに、配付や研修を実施し、意思統一を図り、関係法令を遵
守し、社会に適合した行動をするための指針とする。

② 法令違反その他のコンプライアンスに関する事実の当社グループ内通報システムである
内部通報制度の適正な運用を図る。

③ 内部監査室は、当社及び子会社に対する内部監査を行う。
④ 監査等委員会は、内部統制システムの構築・運用状況を含め、取締役の職務の執行状況
を監査する。

　
（8）取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
① 取締役の職務の執行に係る情報の保存は、文書又は電磁的媒体によって行い、文書管理
規程に基づき、文書の種類により５年、10年、永久の保存期間を定め、必要に応じて
随時閲覧できるように保存・管理する。

② 開示情報が発生した場合には管理統括責任者は内容を精査し、適時適切に開示する。
　
（9）当社及び子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制
① 当社は、当社グループ全体のリスク管理に関する事項は、リスク管理規程に規定してお
り、必要に応じて社長をトップとする対策本部を設置して、対応方針を決定する。ま
た、日常業務で発生する可能性のあるリスクに関しては、各社員が上長へ報告し、各業
務責任者が適切なリスク管理を行いリスク回避に努める。

② リスク管理の対応状況については、内部監査室が監査する。
　
（10）当社及び子会社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
① 当社は、中長期の経営課題及び方針の下でグループの年度計画・予算を策定し、当社グ
ループの意思統一を図るとともに、資金・要員等の経営資源を効率的に配分する。

② 当社は、職務執行を迅速かつ実効性のあるものとするために、業務分掌規程、職務権限
規程により責任・権限を明確にして意思決定を迅速化するとともに、当社に準じた責
任・権限体制を構築させる。

　
上記業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は、三ツ知グループの経営理念及び
行動指針に基づき、社内ホームページや社内掲示板等を用いて、経営理念の浸透や法令順守へ
の向上を図る取り組みを行っている他、有効な内部通報体制の整備や、監査等委員会及び内部
監査室による監査によって、コンプライアンスの水準を維持・向上させるよう努めておりま
す。
　

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
（注） 本事業報告中の記載金額及び株式数は、表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。
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連 結 貸 借 対 照 表
　

（2019年６月30日現在）
（単位：千円）

　

資 産 の 部 負 債 の 部
項 目 金 額 項 目 金 額

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
受取手形及び売掛金
電 子 記 録 債 権
商 品 及 び 製 品
仕 掛 品
原 材 料 及 び 貯 蔵 品
そ の 他
固 定 資 産
有形固定資産
建 物 及 び 構 築 物
機械装置及び運搬具
土 地
リ ー ス 資 産
建 設 仮 勘 定
そ の 他
無形固定資産
そ の 他
投資その他の資産
投 資 有 価 証 券
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

9,881,105
3,965,980
2,240,598
920,497
1,111,164
461,015
997,585
184,263
5,654,501
5,003,844
1,419,451
1,747,846
1,513,991
78,137
46,238
198,179
148,395
148,395
502,261
169,398
59,270
273,812
△220

流 動 負 債 3,728,101
支払手形及び買掛金 1,425,522
電 子 記 録 債 務 696,845
1年内償還予定の社債 209,280
1年内返済予定の長期借入金 658,362
リ ー ス 債 務 35,958
未 払 法 人 税 等 115,854
賞 与 引 当 金 2,882
役 員 賞 与 引 当 金 13,985
そ の 他 569,410
固 定 負 債 3,339,273
社 債 792,520
長 期 借 入 金 2,219,428
リ ー ス 債 務 94,445
繰 延 税 金 負 債 62,467
役員退職慰労引当金 55,849
退職給付に係る負債 78,177
資 産 除 去 債 務 34,785
そ の 他 1,600
負 債 合 計 7,067,375

純 資 産 の 部
株 主 資 本 8,179,863
資 本 金 405,900
資 本 剰 余 金 604,430
利 益 剰 余 金 7,303,457
自 己 株 式 △133,924
その他の包括利益累計額 288,368
その他有価証券評価差額金 △1,980
為 替 換 算 調 整 勘 定 290,348
純 資 産 合 計 8,468,231

資 産 合 計 15,535,607 負 債 ・ 純 資 産 合 計 15,535,607
　

（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連 結 損 益 計 算 書
　

（2018
2019

年
年
７
６
月
月
１
30
日から
日まで）

（単位：千円）
　

項 目 金 額
売 上 高 14,567,549
売 上 原 価 11,924,177
売 上 総 利 益 2,643,371
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 2,058,309
営 業 利 益 585,062
営 業 外 収 益
受 取 利 息 6,744
受 取 配 当 金 6,161
保 険 解 約 返 戻 金 39,176
作 業 く ず 売 却 益 25,613
そ の 他 64,415 142,110

営 業 外 費 用
支 払 利 息 27,318
災 害 に よ る 損 失 6,174
為 替 差 損 7,939
そ の 他 16,895 58,328

経 常 利 益 668,845
税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 668,845
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 210,875
法 人 税 等 調 整 額 △14,745 196,130
当 期 純 利 益 472,715
親会社株主に帰属する当期純利益 472,715

　

（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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貸 借 対 照 表
　

（2019年６月30日現在）
（単位：千円）

　

資 産 の 部 負 債 の 部
項 目 金 額 項 目 金 額

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
受 取 手 形
電 子 記 録 債 権
売 掛 金
商 品 及 び 製 品
仕 掛 品
原 材 料 及 び 貯 蔵 品
前 払 費 用
１年内回収予定の関係会社長期貸付金
そ の 他
固 定 資 産
有形固定資産
建 物
構 築 物
機 械 及 び 装 置
車 両 運 搬 具
工具、器具及び備品
土 地
建 設 仮 勘 定
無形固定資産
ソ フ ト ウ エ ア
そ の 他
投資その他の資産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
出 資 金
関 係 会 社 出 資 金
長 期 前 払 費 用
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

6,570,369
1,756,677
264,666
920,497
1,840,756
264,462
164,515
142,361
16,068
771,270
429,092
3,826,116
202,184
26,625
6,804
50,034
11,719
69,000
31,323
6,677
97,553
87,037
10,515

3,526,378
165,725
2,535,493

10
534,566
2,463
41,187
247,153
△220

流 動 負 債 2,882,106
支 払 手 形 196,730
電 子 記 録 債 務 696,845
買 掛 金 1,150,121
1年内償還予定の社債 209,280
1年内返済予定の長期借入金 462,546
未 払 金 59,999
未 払 費 用 52,538
未 払 法 人 税 等 20,820
預 り 金 18,063
役 員 賞 与 引 当 金 13,985
そ の 他 1,176
固 定 負 債 2,586,026
社 債 792,520
長 期 借 入 金 1,741,114
役員退職慰労引当金 44,425
退 職 給 付 引 当 金 3,970
資 産 除 去 債 務 2,396
そ の 他 1,600
負 債 合 計 5,468,132

純 資 産 の 部
株 主 資 本 4,928,646
資 本 金 405,900
資 本 剰 余 金 604,430
資 本 準 備 金 602,927
そ の 他 資 本 剰 余 金 1,502
利 益 剰 余 金 4,052,240
利 益 準 備 金 12,500
そ の 他 利 益 剰 余 金 4,039,740
別 途 積 立 金 3,151,000
繰 越 利 益 剰 余 金 888,740

自 己 株 式 △133,924
評価・換算差額等 △293
その他有価証券評価差額金 △293
純 資 産 合 計 4,928,352

資 産 合 計 10,396,485 負 債 ・ 純 資 産 合 計 10,396,485
（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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損 益 計 算 書
　

（2018
2019

年
年
７
６
月
月
１
30
日から
日まで）

（単位：千円）
　

項 目 金 額
売 上 高 11,895,374
売 上 原 価 10,809,345
売 上 総 利 益 1,086,028
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 950,263
営 業 利 益 135,765
営 業 外 収 益
受 取 利 息 10,350
受 取 配 当 金 129,999
受 取 賃 貸 料 27,415
保 険 解 約 返 戻 金 39,114
そ の 他 26,084 232,964

営 業 外 費 用
支 払 利 息 13,152
社 債 利 息 3,495
為 替 差 損 11,838
賃 貸 費 用 18,208
そ の 他 8,394 55,090

経 常 利 益 313,639
特 別 損 失
関 係 会 社 株 式 評 価 損 376,875 376,875

税 引 前 当 期 純 損 失 63,236
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 42,990
法 人 税 等 調 整 額 9,984 52,975
当 期 純 損 失 116,211

　

（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結計算書類に係る会計監査人監査報告書謄本
　

独立監査人の監査報告書
2019年８月23日

株 式 会 社 三 ツ 知
取 締 役 会 御 中

有限責任監査法人 ト ー マ ツ
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 孫 延 生 ㊞

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 加 納 俊 平 ㊞

　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社三ツ知の2018年７月１日から2019年
６月30日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資
本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
連結計算書類に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を
作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作
成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対する意見
を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して
監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的
な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査根拠を入手するための手続が実施される。監
査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に
基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではない
が、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、連結計算
書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及び
その適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検討す
ることが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
監査意見
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準
拠して、株式会社三ツ知及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の
状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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計算書類に係る会計監査人監査報告書謄本
　

独立監査人の監査報告書
2019年８月23日

株 式 会 社 三 ツ 知
取 締 役 会 御 中

有限責任監査法人 ト ー マ ツ
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 孫 延 生 ㊞

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 加 納 俊 平 ㊞

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社三ツ知の2018年７月１日から
2019年６月30日までの第57期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変
動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。
計算書類等に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及びそ
の附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計
算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用
することが含まれる。
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属明細
書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の
基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示
がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施すること
を求めている。
　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査根拠を入手するための手続が
実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重
要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意
見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手
続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。ま
た、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も
含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業
会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要
な点において適正に表示しているものと認める。
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査等委員会の監査報告書謄本
　

監 査 報 告 書
　当監査等委員会は、2018年７月１日から2019年６月30日までの第57期事業年度における取締役の職務
の執行について監査いたしました。その方法及び結果につき以下のとおり報告いたします。
１．監査の方法及びその内容
　監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決議の内
容並びに当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について取締役及び使用人等からそ
の構築及び運用の状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明するとともに、下記の
方法で監査を実施しました。
①監査等委員会が定めた監査等委員会監査等基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内
部統制部門と連携の上、重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行に関する事項の
報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業
務及び財産の状況を調査しました。また、子会社については、子会社の取締役等と意思疎通及び情報の
交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。
②会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、
会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また会計監
査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲
げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備し
ている旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

　

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類及びその附属明細書
並びに連結計算書類について検討いたしました。
２．監査の結果
（1）事業報告等の監査結果
一 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認め
ます。

二 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は認められま
せん。

三 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制シス
テムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められ
ません。

（2）計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（3）連結計算書類の監査結果
会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

　 2019年８月28日
株式会社 三 ツ 知 監査等委員会
常勤監査等委員 大 西 義 弘 ㊞
監 査 等 委 員 堤 泰 久 ㊞
監 査 等 委 員 山 口 靖 雄 ㊞

(注) 監査等委員堤泰久及び山口靖雄は、会社法第２条第15号及び第331条第６項に規定する社外取締役
であります。

　

以 上
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。http://www.mitsuchi.co.jp/

株主総会会場のご案内
2019年９月26日（木曜日） 午前10時

●名古屋第二環状自動車道勝川I.Cより約５分
●東名高速道路春日井I.Cより約13分

日 時

お車をご利用の場合 電車をご利用の場合

ホテルプラザ勝川 ２階 さくらの間　JR中央線勝川駅前（北口）
愛知県春日井市松新町１丁目５番地　電話：0568－36－2311

会 場

■ 交通のご案内

契約駐車場（市営勝川駅前地下駐車場又はMAYパーク駐
車場）をご利用下さい。

約17分

JR中央線

下車すぐ

北　口
名古屋駅 勝川駅 会　場

第57期

定時株主総会
招 集 ご 通 知

2019年９月26日（木曜日）
午前10時

日 時

愛知県春日井市松新町１丁目５番地
ホテルプラザ勝川
２階 さくらの間

場 所
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